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会議（ICSU： International Council for Science）の
直轄事業・組織として、2008 年 ICSU 総会で設立
された。また、ICSU-WDS 科学委員会（WDS-SC：
Scientific Committee）のもとに、実行組織として国









と、等である11）。ICSU-WDS の前身となった 2 つの
国際組織、WDC（World Data Centre）および FAGS
（Federation of Astronomical and Geophysical 






























に関係する組織として CODATA（Committee on 
Data and Science and Technology：コ デ ー タ と 読




来を見据えた学術事業として Future Earth 事業が
ICSU や国連などの協同のもとで立ち上がりつつあ
る。WDS および CODATA はこれと連携しながら
進めるよう ICSU からも要請されている14、15）。
　また、G8 の下に設けられた GSO（Group of Senior 
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オープンサイエンスをめぐる新しい潮流（その1）科学技術・学術情報共有の枠組みの国際動向と研究のオープンデータ
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